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　　近年の健康志向への関心の高まりから， 多種多様な

健康食品が流通している． 目的に合った保健機能食品

を適正に摂取することは健康の維持 ・ 増進を期待でき

るが， いわゆる健康食品， 特に違法に医薬品成分が検

出された事例では， 健康被害も報告されている１）． こ

のような健康被害を未然に防止することを目的に， 当

所では当県健康医療局生活衛生部薬務課 （以下， 薬務

課） と協力し， 健康食品への医薬品成分の添加の有無

について， 調査している． また， 医薬品成分が検出さ

れた製品については， 流通防止及び注意喚起等の対応

につなげている． ２－４）

　　検出された成分が医薬品に該当するかどうかは令和

2 年 ３ 月 31 日付け薬生監麻発 0331 第 ９ 号厚生労働

省医薬 ・ 生活衛生局監視指導 ・ 麻薬対策課長通知 「食

薬区分における成分本質 （原材料） の取扱いの例示」５）

中の別添１の専ら医薬品として使用される成分本質（原

材料） リスト等を参考に総合的に判断する． 2023 年

２ 月 17 日の大阪府での健康食品からの医薬品成分の

検出事例６） に伴い， 同日新たにビンポセチン （図 １ ）

が専ら医薬品として使用される成分本質 （原材料） に

追加された． 当所においても同時期に検査した製品の

内， 痩身効果 ( ダイエット ) を標ぼうした １ 検体から

ビンポセチンが検出されたので， その事例について報

告する．

　　当該検体は図 ２ に示したとおり， 1 シートに 15 錠

包装で 2 シートの計 30 錠が 1 商品に入っており， 摂

取目安量として １ 日 １ 錠から ２ 錠と記載されていた．

まず， 試験法は厚生労働省通知７） に準じて， 検体を粉

末にし， 均一化した試料を約 0.6 g とり， メタノール

に溶解し， 図 ３ に示した方法で， 試料溶液を調製し

た． また， ビンポセチン標準品 20 mg をメタノール

に溶かし， ビンポセチン標準溶液 (5 μ g/mL) とした．

試料溶液と標準溶液を表 １ の条件により測定したと

ころ， 両液ともに保持時間約 11.1 分にピークを認め，

UV スペクトルも一致したことから， ビンポセチンの

含有が疑われた （図 ４ ）．
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図１　ビンポセチンの化学構造式

図２　ビンポセチンが検出された検体外観

図３　検体の抽出方法
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　　次に， 試料溶液及び標準溶液をメタノールで適宜希

釈し， 表 ２ の条件により LC/MS/MS 法で測定した．

試料溶液及び標準溶液は保持時間約 16.6 分にピーク

を認め， 分子イオンピーク (m/z 351.2) を含むマスス

ペクトルも一致した． Ｑ ３ スキャンでは分子イオン

ピーク以外の特徴的なフラグメントイオンが認められ

なかったことから， プロダクトイオンスキャンを実施

し， 特徴的なフラグメントイオン (m/z　280.1 等） を

含むプロダクトイオンスペクトルの一致を確認した

（図 ５ ）．

ビンポセチンの定量法は， 山崎らの方法８） に準じて実

施した． 図 ６ に示した方法で試料溶液を調製し， 表 ３

の条件により LC/PDA 法で定量した結果， 0.4 mg/

錠であった．

　　我が国ではビンポセチンは過去に， 医療用医薬品と

して慢性脳循環障害による諸症状の改善を目的として

使用されていたことがある． しかし， 再評価で有効性

が確認できないとして， 現在は国内では医薬品として

使用されていない． 依然として海外では医薬品又はサ

プリメントとして販売されているが， 健康被害や乱用

につながるおそれが高いとして， 原則として個人での

輸入が禁止されている９）． 当該検体は過去に使用され

ていた慢性脳循環障害による諸症状の改善を目的とし

た医薬品等に比べ， ビンポセチンの含有量は少ない．

しかしながら， 健康食品は摂取目安量を超えて摂取す

る場合もあり， 健康被害につながるおそれがある．

　　また， 試料溶液の LC/PDA 法のクロマトグラムか

らはビンポセチン以外のピークが多数検出された （図

４ （Ｂ））． ライブラリ検索を行ったところ， その保持

表１　LC/PDA によるスクリーニング条件 表２　LC/MS/MS によるビンポセチン定性条件

図４　ビンポセチン標準溶液及び試料溶液の LC/PDA のク

ロマトグラム及びビンポセチンのＵＶスペクトル

（Ａ）ビンポセチン標準溶液，（Ｂ）試料溶液

図５　ビンポセチン標準溶液及び試料溶液の LC/MS/MS のクロマトグラム及びビンポセチンのマススペクトル

( Ａ ) ビンポセチン標準溶液，( Ｂ ) 試料溶液
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れるため， 新たな状況にも迅速に対応できるよう， 検

査体制を強化 ・ 維持していく必要がある．

� （令和 5 年 9 月 1 日受理）
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本結果については薬務課に報告し， 記者発表が行われ
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　　今後も健康被害を起こすおそれがある様々な医薬品

成分等がいわゆる健康食品に添加されることは考えら

図６　ビンポセチンの抽出方法
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